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大山街道八王子道・千人同心日光往還道ウオーク 

第３回 東松山駅から高坂駅 

計 画 歩行距離 約８．５ｋｍ 

集 合 東松山駅改札口 １０時１５分 

 

第３回 東松山駅から高坂駅 

実施日 ２０２０（Ｒ０２）年６月１７日（水）天候 晴 気温高いが湿気少なく風爽やか。 

参加者 折本文夫、前北 勝司、宇山 治男、中田 信義、杉田 勝行、中島 征雄 計６名 

コース 東松山駅西口～箭弓稲荷神社～東松山駅東口～旧街道～箭弓稲荷道石柱～七鬼神社・地蔵尊～ 

    八幡神社～青面金剛庚申塔～無量寿寺・野本館跡～野本将軍塚古墳～野本村道路元標～新江川 

    ～都幾川・新東松山橋～川風公園～高坂上二丁石橋～石橋供養塔～石橋～八王子道道標～ 

    高坂館跡・高済寺～高坂駅 

写真は２０１９（Ｒ０１）年５月８日と今回２０２０（Ｒ０２）６月１７日のものを使用。 

  

ＧＰＳデータ 

歩行距離：８．９ｋｍ。 累計歩行距離 ２８．７ｋｍ。 

全体所要時間：３時間２０分。移動時間：２時間２８分。停止時間：５２分。 

移動平均速度：３．６ｋｍ／ｈ。全体平均速度：２．６８ｋｍ／ｈ。 

 

 

 街道を歩く前に「箭弓稲荷神社（やきゅういなり）」に向かう。９時５８分西口を出て、ＩＴＴＯ個

別指導学院の一方通行出口の道を進む。突き当りの右側に箭弓神社前交差点があり、道を渡ると箭弓神

社の参道がある。(１０：０２) 
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箭弓稲荷神社 

 長元元年（１０２８年）下総国（千葉県）の城主、前上総介平忠常は、下総に乱をおこし安房・上総・ 

下総を手中に収め、大軍を率いて破竹の勢いで武蔵国へ押し寄せた。 

 長元三年秋、忠常追討を命じられた冷泉院の判官代甲斐守源頼信（多田満仲の子、頼光の弟・・河内 

源氏の祖）は、武蔵国比企郡松山野久ヶ原（やきゅうがはら）に本陣を張り、一泊した際に当社にもうで、 

敵退治の願書を呈し、太刀一振、馬一匹を奉納して一夜祈願した。その晩、白羽の矢のような形をした 

白雲が起って敵陣の方へ飛んだ（一説に白狐に乗った神が弓矢を授けた夢を見た）のを見て神様のお告 

げと感じ、ただちに兵を起こして敵陣に攻め込んだ。忠常の兵は不意の攻撃になすすべもなく敗れ、三 

日三晩の戦いで壊滅した。頼信はこれを喜び、凱旋の際、立派な社殿を再建し「箭弓稲荷大明神」と称 

えたと伝えられている。 

 現在の社殿は享保三年（１７１８年）領主嶋田弾正が社地四町七反余を免除し、四方の信徒と図って建 

造したといわれている。 

 明治二十九年に郷社と定められ、大正十二年には県社に昇格し、衣食住はもとより、商売繫盛、開運 

の神として広く知られている。 

 また、境内にはボタン園があり、関東随一の名園といわれている。 

   平成十年三月             東松山市・埼玉県 
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本殿の裏奥に、当社で最も古い建築と言われ、東松山市指定有形文化財の「元宮」がある。建造時期

は、江戸時代中期。木製一間社流造で屋根は杮葺。正面桁行間が４８．３ｃｍ、側面梁間が４２．６ 

ｃｍ、身舎本柱と向背柱間が５１．５ｃｍ、全体の奥行は９４０．４６ｃｍ、幅は８９．４ｃｍ、棟高

は２０３．１ｃｍ。 
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元宮は箭弓稲荷神社境内では最も古い建物とされており、小規模ながらも、四周には精度の高い美しい

彫刻（雲龍・菊・宝珠・草木・ひよどり・唐子あそび・松・鷹・獅子頭・獏頭など）が表現されていて、

極彩色が施された形跡も残す。 

 

  

一旦東松山駅に戻り、駅構内を通って東口に出る。１０：１７東松山駅東口を出て左へ行き、右折し

て県道２４９号線を進み、東松山駅入口交差点を渡り直進し、４０ｍ先で右折。この道が旧街道。 

   

ゆるく右カーブして、２００ｍ強進むと県道６６号線に合流。県道を３６０ｍ程進んだ信号交差点の右側に

「左箭弓稲荷道」の石柱と道の奥に神社の鳥居が見える。（１０：３５） 

  

 その先１００ｍの若松町一丁目の五差路では手前から二本目の道を進む。交差点前方角に「地蔵尊」と 

「七鬼神社」がある。（１０：３９）「七鬼神社」の由来は不明。 
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 ８００ｍ程で東松山バイパス（国道２５４号線）を横切り、４００ｍ弱の右側に「八幡神社」があり休憩。

（１０：５８～１１：１０） 

境内には天満宮の祠、数多くの「伊勢太々御神楽」の板碑、「上野本の獅子舞、野本八幡神社の絵馬」

の説明板、「青面金剛庚申塔」を祀った祠がある。 
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 街道を進み、国道４０７号線を横切って８０ｍ程の左への道を入ると、左側に「野本館跡」である「無量 

寿寺」があり（１１：１７）、右側に前方後円墳の「野本将軍塚古墳」がある。 

   

   

               無量寿寺            野本将軍塚古墳 
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                        無量寿寺本堂 

「野本館跡」東松山市指定文化財 

 野本基員（のもともとかず）を初代とする野本氏一族の館跡です。野本氏は系図から平安時代の公卿藤 

原基経（８３６～８９１・堀川大臣）の家の警護をしていた片田基親の子息基員が武蔵国野本に移り住んで 

野本左衛門と名のったのが、野本氏の始まりと言われています。基員は、源頼朝の信頼が厚かった武士 

で、鎌倉時代の歴史書「吾妻鏡」にも登場する人物です。 

 館は現在、無量寿寺の境内地となっており、本堂の北側で土塁と堀がわずかに確認できるだけとなっ 

ていますが、実際は二重の堀と土塁を廻した構造の館となっています。外側の土塁と堀は当初からのも 

のではなく、後世の増築によるものと考えられています。江戸時代の武蔵国の様子を書いた「新編武蔵 

風土記稿」の無量寿寺の項には「寺領の外境内一万四千坪、境の廻り四方に堤を築き、堀の跡残れり」 

とあり、同書の「将軍塚の図」には土塁や堀の様子が描かれています。 

 館が造られた時期については、基員が貞永元年（１２３２）に亡くなっていること、また無量寿寺に残さ 

れている建長六年（１２５４）銘の銅鐘の拓本より、当時無量寿寺が野本寺といわれていたことなどから、 

遅くても十三世紀の初め頃には館が造られていたと考えられています。 

       平成十七年三月    東松山市教育委員会 

 

無量寿寺裏 野本館跡の土塁と濠 

   

無量寿寺線香地蔵尊                 無量寿寺本堂 
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野本将軍塚古墳  昭和三十五年三月一日県指定史跡 

 将軍塚古墳は、県内有数の大きさを誇る前方後円墳です。墳丘の大きさは、全長１１５ｍ、高さ前方部 

で８ｍ、後円部で１５ｍです。 

 まだ学術調査が実施されていないので、内部主体（埋葬施設）や外部施設（ハニワなど）は明らかで 

はありません。 

 将軍塚古墳を中心に、東北には柏崎・古凍古墳群、南には高坂・諏訪山古墳群、西には塚原・青島古 

墳群、さらに吉見丘陵西斜面には吉見百穴群が分布しています。このような古墳の分布は、古墳時代す 

でにこの地方が、高度の社会的発展をとげていたものでしょう。 

    昭和五十三年三月   東松山市教育委員会 

 
平面図 

  
 

 将軍塚古墳の築造年代は、平成２９年の調査により古墳時代前期の４世紀後半と認められた。後円部 

には、現在、利仁神社が祀られている。神社の脇で昼食を取る（１１：２５） 

将軍塚古墳の西側のくびれ部から上り、後円部から前方部と見ることができた。 
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                後円部頂上 

 

   

                前方部 

   

 前方部から古墳を降り（１１：５８）、街道に出ると角に「野本村道路元標」がある。下野本橋で新

江川を渡り、新東松山橋の北詰に向かう。農道を堤防近くまで行き、国道４０７号線の下を潜って国道

に右側に出る。旧街道は、新東松山橋の北詰から都幾川を南西に渡り、高済寺の方へ向かっていたよう

だ。 
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             野本将軍塚古墳遠望 
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橋を渡り、右手の土手の道を下りる。（１２：２２）小公園（川風公園）があり、ベンチもある。土

手に沿った「川風の散歩道」を進む。左手の住宅が途切れたところで左折。車道を横切ったところの「高

済寺下の清水」を見てせせらぎに沿って進むと「高坂上二丁の石橋」がある。（１２：３４） 

  

高済寺下の清水              高坂上二丁の石橋 

 高坂上二丁の石橋 

 この石橋は、旧八王子道の側溝の水を、崖下の高坂耕地に流すように設けられていた溝に架けられて 

いたものです。 

 裏側に年号・地名と人名が刻まれ、この橋が江戸時代の高坂宿の上（かみ）の一・二丁目の二町に住 

んでいた「浅野□造」などの人たちを中心に、弘化二年（１８４５）に架けられたことが分ります。 

 人や牛馬が耕地に向うため、丈夫な橋が必要なことから、当時の沢山の人々が力を合わせて掛けたこ 

とがうかがえます。 

 材質は、緑泥片岩で、大きさは、長さ約２１０ｃｍ・幅約９０ｃｍ・厚さ約１５ｃｍの一枚岩です。 

 石橋は、以前は現在の場所から１７０ｍ程南から移設されたものです。 
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左折したところまで戻り上流に向かうと「石橋供養塔」とその傍らに「石橋」がある。（１２：４５）

右後ろから来る道があり、新東松山橋北詰から都幾川を渡った旧街道がこの辺りに出てくる。 

  

 石橋及び石橋供養塔 市指定歴史資料 

 この石橋は、八王子・日光街道が松山方面に抜ける「高坂の渡し場」の手前の水路に架けられたもの 

で、往時の姿のまま残されています。材質は緑泥片岩で、長さ約３７０ｃｍ・幅約１５０ｃｍの一枚岩です。 

裏側には、世話人十二人の氏名が刻まれています。 

 石橋供養塔は橋の新設や架け替えに際し、橋がいつまでも利用できることや、通行人の安全を祈って 

造られたものです。現在は保存のため、原位置より北側に移されています。材質は安山岩で、高さ約１ 

２０ｃｍ・幅約４１ｃｍ・奥行き約２７ｃｍの角柱です。正面には馬頭観音坐像と「石橋供養塔」・「普門品一 

萬巻」・「高坂驛中」の文字が刻まれ、左側面には、松山・行田・熊谷道の道標銘と出資した村の出金額、 

右側面には作場・早俣道の道標銘と出資者の村名・氏名と出金額がそれぞれ刻まれています。そして、 

裏面は「元治元甲子歳（１８６４年）十一月吉祥日」という建造年月日と「発願主」である「連経講中世 

話人」十三名と石工が刻まれています。 

    平成十一年七月十九日指定   東松山市教育委員会 
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 左の崖上に「高坂館」があった。その崖を斜めに上り、途中左の階段を上ると館の土塁と濠があった。 

   

道を西に進み車道に出ると左角に「八王子道」の道標と道標を兼ねた「奉納経拝礼供養塔」がある。

（１２：５５） 

 

左側の道標の正面には「八王子道」左側面に「左 ちちぶ 

ひき いわどの 道」、右側面に「右 日 

光 よしみ いわどの 道」と刻まれ、右側の道標「奉納

経拝礼供養塔」には「右 松山熊谷行田 

左 小川八幡山 道」 と刻まれている。 

 

 

 

 ６０ｍ程の交差点を左折し、１４０ｍ程進むと左手に土塁があり、その前に「高坂館跡」の説明板があ 

る。 
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 埼玉県選定重要遺跡 高坂館跡 

 高坂館跡は高坂氏の居館として南北朝時代に造られました。近年の発掘調査で、現在地の南にある高 

坂二番町遺跡（現・子育て支援センターマーレ付近）から、高坂氏が活躍した時期（十四世紀前半）の 

かわらけや輸入陶磁器が出土し、当時の館の中心はもっと南にあった可能性があります。 

 現存する土塁や堀は、『鎌倉大日記』に伊勢宗瑞（北条早雲・明応の政変に際し明応三〈１４９５〉年に 

在陣）が、『正法寺文書』に北条氏康（松山城攻めに際し永禄五〈１５６２〉年に在陣）がそれぞれ在陣し 

たとの記述があることや、発掘調査で土塁や堀を改修した痕跡が見つかったことから、戦国期に整備さ 

れたものと推定されます。 

 館というよりも“城”のような規模になっていた「高坂館跡」は、戦国期の激しい動乱を今に伝える 

貴重な遺跡です。 

【館の規模 南北２３０ｍ・東西１７０ｍ 土塁頂部と堀底の比高差 ８ｍ】 

平成三十一年三月       東松山市教育委員会 

土塁の左奥に「堀跡」がある。 

    

 右隣に「高済寺」がある。（１３：００） 

   

 

高済寺の左横の土塁の上に「加賀爪氏累代の墓」の石柱と解説板があり、奥に宝篋印塔と石碑の墓が

並んでいる。 
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 加賀爪氏累代の墓 

 加賀爪氏は、徳川家に仕えて禄高一万石を領し、この地に陣営をおいた領主です。しかし、天和元年 

（１６８１年）に加賀爪氏は断絶されました。 

 加賀爪政尚は、徳川家康に仕え、長久手の戦、小田原征伐に戦功があり、比企と相模国高座（神奈川 

県高座郡）に三千石を領しました。加賀爪忠澄は、旗本中の乱暴者として通ったようですが、書院番隊 

長、寺社奉行等を勤めました。また、茶道にも通じていたらしく、鶴陽舎一明、別に、名月庵鑑とも号 

していたと伝えられています。 

 加賀爪氏は、直澄の代に成瀬氏との間で領地問題をおこし、天和元年（１６８１年）に領地を没収され 

ています。（後略）１１基の戒名 

  昭和五十二年三月   東松山市教育委員会 

 

 街道に戻り、３３０ｍ程進んだ右角に高坂郵便局がある交差点を右へ行くと高坂駅がある。 

 
 

駅に１３時１９分に到着。１３時３０分発池袋行急行に乗る。 

 

今日はここまで。 

暑い日差しの中、全員無事に歩き切りました。 

 

                                   以上 

 


